
どなたでも参加いただける、オープンな読書会です。

閉館後の図書館で、1冊の本がもたらす幸福を一緒に 

味わいましょう。 
 

今回の課題本は、 

『陰翳
いんえい

礼讃
らい さ ん

』 

(谷崎潤一郎／著 パイインターナショナル) です。 

 

日本の美を考える上でのバイブルとも言える 1冊です。 

 

■ 日時 ３月 21 日(木) １９時～２０時１５分 

■ 場所 玉川図書館 1階 公開ホール 

■ 主催 KANAZAWA 本の森・実行委員会 

■ 定員 １０名(先着順) 

  ※申込受付中 

本の森読書会 のお知らせ 
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まだまだ寒いですが、少しずつ春の訪れを感じる

ようになりました。春は出会いと別れの季節。卒業、旅立

ちを迎える方も多いのではないでしょうか。 

図書館が素敵な本との出合いを楽しんでもらえる場

所になるようにと思っています。 

 

３月の 

カレンダー 

■ 開館時間 ■ 
 
火～金 

１０時～１９時 
 
□ 土日祝 

１０時～１７時 

入場

無料 

近世史料館 新春展  

前田育徳会寄託近世史料展Ⅲ 

～万石人持組横山家～ 

 期間 ４月７日(日) まで 

会場 近世史料館 展示室 G
re

月 火 水 木 金 土 日

1 2 3

休

4
5 6 7 8 9 10

休

11
12 13 14 15 16 17

休

18
19 20 21 22 23 24

休

25
26 27 28 29 30 31

１『風に立つ』 柚月裕子／著 中央公論新社 

２『変な家 ２』    雨穴／著 飛鳥新社 

３『ファラオの密室』 白川尚史／著 宝島社

４『一夜』       今野敏／著 新潮社 

５『ブラック・ショーマンと覚醒する女たち』 

東野圭吾／著 光文社 

６『八月の御所グラウンド』 

万城目学／著 文藝春秋 

７『ＢＬＡＮＫ ＰＡＧＥ』 

内田也哉子／著 文藝春秋 

８『ともぐい』        河﨑秋子／著 新潮社 

９『シャーロック・ホームズの凱旋』   

森見登美彦／著 中央公論新社 

10『人間標本』   湊かなえ／著 KADOKAWA 

予約ランキング （１/11～２/10 の集計） 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松ヶ枝福祉館 

発行 金沢市立玉川図書館・近世史料館 

〒920-0863 石川県金沢市玉川町２番 20 号 

電話 (076)221-1960 FAX (076)222-6938 

E-mail：m-m@lib.kanazawa.ishikawa.jp 

金沢市図書館ホームページ 

https://www.lib.kanazawa.ishikawa.jp/ 

※駐車場に限りがございます。公共交通機関による 

ご来館にご協力をお願いいたします。 

 

 春が近づいてきました。冬の間あまり動かしていなかった体

の感覚を取り戻すため、気分を変えて「五感」に目を向けてみま

せんか。視て感じる、聴いて楽しむ、臭いで静まる、味わって喜

ぶ、触って安らぐ…。五感をフル活用してみましょう。 

 

今月のおすすめ本テーマ 

「五感」を磨いて… 

 『心で感じる「はな言葉」』(793 コ)  
葉菜桜花子／著 扶桑社 2019 年 

女性のイラストに花びらを乗せ、ドレスに見立てた

アートに花言葉や著名人の明言を添えて…。SNS で人

気のアカウント「はな言葉」による作品集、第２弾で

す。空き時間にパラパラと眺めるだけでリラックスで

きそうです。 

 

『感じる数学』(410.4 カン)  
数学みえる化プロジェクト／企画 共立出版 2022 年 

身近で手仕事的な感覚を通して数学的現象を体感

したい、そしてその喜びを共有したい、という企画か

ら４年。数学的現象を体感するテーマを取り上げ、ガ

リレイからポアンカレまでの数学の発展の物語をや

さしく紹介しています。各章にクイズの掲載もありま

す。 

『嗅ぐ文学、動く言葉、感じる読書』(930.29 カグ) 
ラルフ・ジェームズ・サヴァリーズ／著 岩坂彰／訳 

みすず書房 2021 年 

6 人の自閉症者と文学教授が、「白鯨」「アンドロイ

ドは電気羊の夢を見るか？」などの名作をともに読ん

だ読書セッションの記録です。自閉症者がユニークで

鮮烈な読書体験をしていることを明らかにしていま

す。 

『いきている山』(935.7 イキ) 
ナン・シェパード／著 芦部美和子・佐藤泰人／訳 

 みすず書房 2022 年 

山の「内側」や「奥地」を求めて山に入り続けたナ

ン。五感を開放し、光、影、水、風、土、草花、鳥、

雨などいきている山の営みに出会い直します。詩性溢

れる文章で自然と肉体の交感を語ったネイチャーラ

イティングの名作です。 

 

２０２４年本屋大賞 

ノミネート１０作品発表！ 

『成瀬は天下を取りにいく』   宮島未奈/新潮社 

『放課後ミステリクラブ 1金魚の泳ぐプール事件』 

    知念実希人/ライツ社 

『星を編む』                凪良ゆう/講談社 

『リカバリー・カバヒコ』     青山美智子/光文社 

『レーエンデ国物語』       多崎礼/講談社 

『黄色い家』      川上未映子/中央公論新社 

『君が手にするはずだった黄金について』  

小川哲/新潮社 

『水車小屋のネネ』 津村記久子/朝日新聞出版 

『スピノザの診察室』    夏川草介/水鈴社 

『存在のすべてを』   塩田武士/朝日新聞出版 

今年で２１回目を迎える本屋大賞。 

全国の書店員７３６名の一次投票により、 

ノミネート作品が決定しました。大賞は二次投票を経て、 

４月１０日に発表されます。お楽しみに♪ 


